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文化とセム リ、ム語族の文化の接点として常にヨーロッパ世界の、ヨーロッパ  
外の世界への触覚としての機能を果して来た。西欧の中世において、スペイン  









界の文化の全体像の中に置いて考えることが必要である。Goetheのイタリア   




おける地中海世界」でなくて、「Goethe と地中海世界」とした所以である。   
そのための方法として、旅行者にとってその土地で何が意識されたかという  
問題とともに何が意識されなかったか、何が視野の中に入って来なかったかと  


























自身はその経験によって、場合によっては、自己の存在の根底をゆるがされる   
桂  芳 樹  
ような経験をすることがある一方、それによって旅行者が異質文化の隠れた本  
質を直観的に把握するからである。旅行者の片言隻句でも、よく異文化の本質  

















程を極めて大雑把に概観しておく必要があろう。   
1787年3月29日、Napoli港出発、4月2日午後3時、Palermo港入港。   
4月2日一4月18日 Palermo滞在。   
4月18日。Palermoを出発。地勢・地質・植物相を観察しながらMonreale  
を経て、AIcamoへ。   
4月19日。アラブ起源で白壁の家並にカスバの感がある一方、ヨーロッパ  




て実地調査して、神殿（ドーリア式ではもっとも完成したものといわれる）が末   
シチーリアにおけるゲーテ  
完成であったことを発見する。神殿からCastellammare湾への遠望を楽しむ。   































便船がないのと海賊の危険を考えMalta行きは断念する。ヨーロッパ世界の   





思い、そのためには東北方向に島を斜に横断すればよいとの忠告を受ける。   
4月28日。Sicilia の穀倉地帯 Caltanisetta着。農業・地質関係の観察。  




見る事ができなレ、。また向い合って立つ山頂に拡がる同じ山岳都市の Calas－  
Cibettaの奇観に驚く。   
4月30日山5月1日にかけ、Castro GiovanniからCataniaに向う谷間を  
満足な宿もないまま、乱iolimenti，IblaMa］Or（現在のPaternら），MottaSanta  
Anastasia∴Misterbiancoの順で進んで行く。Paterno の手前で漸く地質が火  




高1876米の双子山）に登頂、Messinaから Siracusa まで拡がる広大な海岸  
線を一望のもとに収める。Catania 滞在中は、紹介状をもらっていたので、  
Cataniaのかつての領主Biscari公家の宮邸司祭で植物学者でもある、Sestini  
神父に導びかれ、Biscari家の当主 Vicenzo dil∋iscari公および母 Anna  
Morso に謁見、公家所蔵の博物館を見学ナる。母公は、その所蔵品を見るた  
めに、Riedesel，Joilann Heinrich】∋artel，九1unterなどのドイツ人旅行者が  
これまでに訪ねて来た事をGoethe に語る。またCatania大学の博物学教授  
であるGiuseppe Gioeniに紹介されそのすすめにより Etna登山を］Ⅵonti  
Rossiに切換える。Gioeniによれば、Sicilia紀行を書いた、PatrickBrydone，  
ComtedeI∋orchなど、いずれも実際はEtna登山はしていないか、中腹まで  
行ったに過ぎないとの事である。   
5月7日。Cataniaを発ち、西海岸を通り、Taormina に至る。途中、Aci  
Castelloに寄り、Odysseusに目を潰された巨人Polyphemに関する伝説の  
地と伝えられるScoglideiCiclopiを見るが、記事はない。Taorminaには5   
シチーリアにおけるゲーテ  
月7、8の両日滞在、8日にはMessinaにむけ出発する。Taorminaでは、BC  
2世紀の円形劇場TeatroGrecoの観客席に坐り、右手の丘の上の Castello、  
その下に拡がる市街、さらにその彼方、南の方にEtna山の陵線を背景にひろ  
がる Cataniaから Siracusaまでの海岸線の眺望を楽しむ。その後、目を転  














り込む計画であった。（但し、この部分の記述は、後からの挿入である。）   
5月8Er、Taorminaを出発、Etna山の東の裾の岸壁と海の間の細い海岸  
を、強い東風に吹きつけられ屡々波涛をかぶりながら、海に注ぐ大小の河川  











帰着する。フランス船をえらんだのは、当時南イタリアを支配していたブルポ   






Sicilia 紀行の順序にそって地域的にすべての部分を調査するというものでは  
ないが、Palermo については Goethe 自身の紀行における比重の大きさと、  
文化史的意義の重要性を考えて、特別な地域的な課題として考察する必要があ  
ると考える。  
ところでPalermoの項目に入る前にNapoliから Palemo までの航海の  
記述について簡単に触れておこう。というのは、Goetheのイタリア紀行にお  
いて、「海の体験」というべきものが相当な意味を占めているからであり、  
Goethe にとって海を経験したのは、Siciliaが大部分であり、あとは僅かに  
Venezia とNapoliがあるのみだからである。  
3月29日正午、Napoli港で乗船。快晴、西南風。日没に出航するが逆風の  
ため湾内の北部PosilIipo方面に流される。船はアメリカ製の快速帆船。   
3月30日未明。Ischia島と C且pri島の中間、後者から1マイルの地点。午  
後4時、IschiaとCapriはまだ見えるが、Vesuvio山は視界から消える。夕  
刻にはこれらの島も姿を消す。陸地は完全に見えなくなる。月明。このころか  
ら、Goetheは船酔に襲われる。   
3月31日。晴天。午前7時、2日前に先発したフランス船に追いつく。Ustica  
島が左手（東側）に姿を現わす。本来ほこの島の東を通る予定であった。正午ご  




り、波のうねり大いに高まる。   
4月1日。午前3時。嵐。船は帆をすべてたたみ渡に翻弄される。夜明けと  
ともに嵐おさまる。大気も清朗となる。Ustica島が真東にみえる。Goetheは   
シチーリアにおけるゲーテ  










この機を逃さず、海岸の精密なスケッチをする。   
日没とともに船は再び清から外海にでて、北東方向に進み、Gallo岬を深夜  
に迂回ナる。Goetheは船から、沖合の水平線まで海いっぱいに拡がる月光の  





チした。   
なおGoetheは上陸後、4月3日の項で、今回の航海を要約した箇所で次の  
ように述べてレ、る4）。  










る。「海」の体験は「世界」の体験であり、「西欧の外にある世界」の体験であ   








く㌔   
4月2日 午後3時Palermo入港。ViaPortoSalvoの旅館CasaGramignani  
に落ちつく。夜、波止場見物。  




4月4日IlVallodiOreto（Oreto川の渓谷）、およびPalermo を南から西  
に取巻く、Concad’Oro（黄金盆地）の一部の調査、岩石蒐集を行  
い、Palermoおよび周辺地域の地質学的概要をえる。  
4月5日 市内見学。Quattro Canti地区の、Piazza Pretoria にある噴水  
（FontanaPretoria）および周辺の教会群をみる。（S．Caterina，Pa  
lazzoPretorioなどBaroque建築群と推定される）。隣接するPiaz－  
2，a BelliniにあるLal′Iartorana，SanCataldo などノルマン系  
築を見たか否かは不明。  
4月6日 MontePellegrino に登り、SantuariodiS．Rosalia（聖Rosaliaの  
礼拝堂：教会と僧院）を見る。Santuarioにある Rosaliaの石像  
感銘をうける。  
4月7日 VillaGiuliaallaⅣIarinaを再度訪問。目の前に拡がる海の情景と、  
異風の植物の繁茂する庭園の様子に感銘をうけ、Odysseaにある  
Alkinoos の園を連想して、シチーリア滞在中に現場で、それを読  
むことを思い立つ。  
4月8日 復活祭の日曜日に当るので、市内滞在中のすべての外国人とともに   
シテーリアにおけるゲーテ  
三富から招かれ、PalazzoReale（PalazzodeiNormanni）に赴き、  





4月9日 Palermo の南東15キロにある1718世紀の貴族の別荘地、Ba－  
gheriaを訪ね、その一つ、Pallagonia公の怪奇なBaroque式城館  
をみる。  
4月10日 Palermoの南西7．8キロの九′Ionrealeに赴き、さらにその北方9．7  
キロの山中にあるSanMartinodelleScaleの修道院に行き、修道院  
長らと会食、美術品のコレクションをみる。MonrealeのCattedrale  
は、隣接するベネディクト派修道院、Convento Benedettino di  
n40nreale とともにノルマン建築の代表作の一つであるだけでなく  
ノルマン時代の政治的・文化的・宗教的中心として極めて歴史的意  
義が高いが、ほとんど言及されてレ、ない。  
4月11日 王宮PalazzodeiNormanniを再訪するが、美術品の展示室は改装  
中であり、十分に見学できない。その中で、Siracusa 港からもた  
らされた、初期ヘレニズム時代の、一対の雄羊の青銅像が目にとま  
る。王宮の従僕が気の毒がり、そのあと、Porta d’Ossuna外の、  
当時発見されたばかりで評判の、Catacombeに案内する。Cappella  
Palatina，San GiovannidegliEremitiは、この日も訪れた様子が  
なく、記述がみられない。  





4月13日 研摩工の仕事場を訪ね、シテーリアの大理石、靖瑠、その他の鉱石  
の標本を購入。シチーリアの気候、動植物、果実、食物などについ  
ての記述。  
4月1314日 希代の詐欺師として全欧的に有名なGiuseppeBalsamo（Cagli－  
OStrO伯と自称ナる）の生家（Quartiere dell’Albergheria近くの   
桂  芳 櫓  
ViadelleMoscheの貧民街にある）を、身分を詐って二度にわたり  
訪問、家族と話す。  
4月i5日 カトリックの祭礼で、劃王を先頭に、貴族・僧侶が行通するのを見  
物。祭礼に触発され、また出発が目前に迫っているので初めて、ノ  




蔵の工芸品（ローマ時代の納骨壷。Sacrestia に収められたものか）  
の記述があるだけである。1781－1801年に行われていた、Ferdi－  





Portad’Ossuna を出て、PiazzaIgnastone のさらに西方にある、  





4月16日 VillaGiulia（Flora）allaMarinaの三度目の訪問。そこでOdyssea  
をよむ日課を果たす。その後、Monte Pellegrino LLr麓まで散歩、  
“Nausika豆”の構想を練る。  




4月18日 Palemoを出発、Monrealeをへて、AIcamoにいたる。  
Goetheのイタリア体験は、芸術や自然に関するものが主要であり、歴史や  
生きている社会に対する関心は比較的に希薄であるといわれる。しかし、以上  









発揮して、海上から Palermo周辺の海岸線や地形を観察して全体を把握して  
いる。  













Palazzo Reale，Cattedrale，Zisa，Baroque では Fontana Pretoria，Porta  
Nuova，PortaFelice，そして郊外のMontePellegrinoのS．Rosaliaの礼拝所、  
BagheriaのPalagonia館、18世紀の建造物としてはVillaGiuliaを訪れ、ま  
たMonreale も見ている（但しNormanのCattedraleの方は記述がなく、14  




（4）ViuaGiuliaの体験。√－GoetheはVilla GiuliaallaMarinaを4月  
3、7、16、17、日の4回訪れているが、この庭園は1777年に作られその名  
の通り海岸に接していて、ヨーロッパ随一の植物の種類の多さを誇っている。   









漂う Duftのようなものの作用によって、これらの形象とともに一つの要素に  
溶け合っているような視覚の体験であり、いずれにしても、二つの要素を連続  
的に取扱う視点が必要であると思われる。  
5   
（1）Palermoおよびその周辺の地理的・地形的考察   
Goetheは、Palermo周辺の地形を海側（4月3日の記事）と山側（4月4日）  
とから、ほぼ次のように措いている9）。  
【束から西に向って、まづ海に突き出た比較的平担な半島（注：Capo Za駄rano）  
があり、それに唆しいが形のいい、樹木に掩われた岩塊が続く。その次にPalefmO  
郊外の漁村が終ったあとバレルモ市街がみえるが、住宅はいづれも正面が北（海側）  
を向いている。自分が通った門（注：Via Toledo入口のPorta Felice）の西側に小  
さな船が停泊ナる船付場が続き（注：18Cala）、さらに西に、突堤がある、大きな船   
舶用の波止場がつづく。裏側の海の方向（注：Monte Pellegrinoの西北方のMon－  
dello海岸）にまで延びる月巴沃な谷（注：Conca d’Oro）が終ったあと、美しい姿の   
Monte PellegrlnOが隆起する 、  
Goetheはこの情景を同伴した画家の Kniepに描かせている。船が接岸し  
た後も、二人はナぐには下船せず追い出されるまで市街を観察しているから、  




は訪れていない）   
翌4月4日には、Palemo南部を流れるOreto川を遡り、岩石蒐集や地形   
シチーリアにおけるゲーテ  35  
の研究、スケッチなど行っている。「Oreto川に貫かれて、Palermo南部の山  
岳地帯からPalermoまで下って来る肥沃で快適な谷間」という叙述があると  












ユニキヤ（カルタゴ）の支配地域であった事が Palermo の都市構造にも影響を  
与えている。MontePellegrinoもカルタゴの支配地域で第一次ポェニ戦後中  
かレタゴの将軍 Hamilcar がローマ軍に対し3年間もちこたえてレ、る（B．C．  











でアフリカ北部の回教圏を呼んでいる点が注目に価する。   
以上のような、実地調査の結果として、次にPalermoおよびその周辺一帯  
の地質学的な総括の記述が来る10）。（4月4日の項）  
－」㌔1ermo のある平野（往こConca d’Oro）は市外の丘陵地帯（AiCo11i地区。  
Concad’Oro南方の丘陵地帯）や月agheria地区も含めて、土台は貝殻石灰Muschel一   





なる。最上層は赤い粘土層だがまだ固まっていない。Monte Pellegrinoは、この  
様な土台から隆起している。それは古い石灰岩の山塊で多数の洞穴と亀裂をもつ。  
それらは一見雑然と並んでいるようにみえるが、岩石層の頓にそってできている。  
岩石は硬質で、響きがよい。一   




入手した情報によるものであろう。   
Concad’Oroについて補足するならば1い、ここは、Pellegrino，Gallo，Cas－  








域を直結することが、基本的な経済政策であったと考えられる。Goethe の見  
た、この地域の自然の豊かさの印象は、このような歴史的背景をもっていると  
考えられる。   
その他に、Monrealeや Pellegrino の項に、地勢や地質の記述が若干ある  
が、以上のことからPalermo周辺地域の地形（地質）についてGoetheはほぼ  
完全な形で掌握していると考えて差支えないだろう。  
















裏通りが迷路の如き構造になっているのはアラブ時代の名残りである。   











で、1aPaleapolis と呼ばれ、もう一つは1a Neapolis と称し、ややおくれて  
発生し、北東地域にあり、今日の1aIこalsa地区からその北方地域にかけた地  
帯と推定される。いずれも城壁でそれぞれ囲まれ、後者は海に下って行く一本  







れ政治的中心となり、Paleapolisは1’HaratalMasgid（「モスクの周辺．）と改   


















中心であった1a Kalsa地区（Neapolis地区）から、政治的中心を、古代の  
Paleapolisの一番高い点に新設した宮殿Palazzo deiNormanniに移すこと。  
（2）Concad’Oroを越えてMonrealeの方向に市街を発展させるため、そこに  







外国商館など立てた。以上の4点である。   
これで、フェニキア時代以来、アラブ時代までの、海から内陸へという伝統  
的志向が、Norman時代に至って都市構造の上で集約され、視覚的にも、海  
からCassaroを通じて市の最奥部、さらに Concad’Oroをへて Monreale  
まで透視できるようになり、完成を見たと言うことができる。   




1．PortaNuova地区   
（1）PalazzodeiNormanni  
（1132－40，RuggierolI）   
（2）CappellaPalatina  
（1132一斗0，RuggieroII）   
（3）SanGiovannidegliEremiti  
（1132，RuggieroIl）   
2．Cattedrale地区  
Cattedrale  
（1170－85，Guglielmoll，Palermo大司教GualtieroO仔amilio）   
3．QuattroCanti地区   
（1）LaMartorana（SantaMariadell’Ammiraglio）  
（1143，RuggieroII，AmmiraglioGiorgiodiAntiochia）   
（2）ChiesaSanCataldo  
（1160，Guglielm0ⅠⅠ，AmmiraglioMajonediBari）   
4．Kalsa地区  
Ⅳhgione  
（1150，RuggieroII，Matteod’Aiello）   
5．Palermo南西郊地区   
（1）1aZisa  
（115460，GuglielmoI，ⅠⅠ）   
（2）1aCuba  
（1180頃、GuglielmoII）   
（3）1aCubula  
（GuglielmoII）   
6．Monreale地区   
（1）DuomodiMonreale  
（1174，GuglielmoII）   
（2）ConventoBenedettinodiMonreale  
（1174，GuglielmoII）   





























すべてこの基礎の上に立って行われているに過ぎない。   
このような都市の構造は、一言で言えfゴ、「梅澤都市Jであることは既に述  
べたが、palermoがこの時代にこのような都市形態を完成した事実は、当時の   






























ら、南イタリアのNorman とこの地域との関係が密接となった。失敗に終っ  
た第2回十字軍（1147一斗9）の時期は、Ruggiero2世がアフリカ北岸からバルカ  
ン半島西岸にかけて勢力を拡げ、この海域の制海権を握っていた時期に相当す  
る。（十字軍の失敗によりAntiochia公領の大半が失われる）。また有名な第3   
桂  芳 樹  
団十字軍（1189－91）ではSiciliaは西側諸国の君主、Richardl世やPhilipp  
2世などの軍勢の兵端補給地として重要な役割を果した。   




















れた点が注目に価する。この時代の翻訳者の代表的な存在は Enrico AristipL  









に次いで第3位の大都市であった。   










は衰微して、アラブ時代以来の栄光の地位を失うに至った。そのため Anjou  
時代はPalermo市の発展の上では何らの痕跡を留めていない。  














（2）それとともに主として Quattro Cantiより海側に Sant’Agostino，  




Sardegnaを版図とする大Aragon王国を築き上げた。それとともに王権が強   
桂  芳 樹  































後にVeneziaからキプロスを奪い、1683年にはWienを包囲している。一方、   

































に指揮されたことは、この間の事情を物語っている。この動きは、教皇庁の様   





制の下でバロック時代の旧教世界の精神的支柱となるのである。   
スペインは、Fernando 王により統一国家としての基盤が与えられたが、そ  



















その海賊行為から免かれることができた。   
スペインは、Carlos V世の晩年1550年から1650年までの1世紀を「黄  




































1ivariの手になる建築を立てること一などであった。   
このような強権を発動しうることは、王権の強化を物語るものであり、また  
同時に集権化への意志を証明するものであろう。この時代の再開発の結果、配   







二つの権力の中心を結んで途中に、Cattedrale の横に新に Archivescovado  






（1490），PalazzodeiAbatelli（1488－95），S・Mariadella Catena（1502）など多  
くの作品を手がけており、特に最初の建物はCarlosV世のTunis遠征（153S  
年）の帰途、ここで戦勝祝賀が催されたことで有名である。（なおAragon，  




た副王、DonGarciadeToledoの名に因みCassaroはToledo と改称され  
る。）（2）VhToledoを引立たせるような形で、沿道の建築物の美化改装が行  
われる。即ち、王宮の西側の旧城壁の所にPorta Nuova（CarlosV世の凱旋  
を記念し1535年建てる）、海岸の突端に Porta Felice（1582－164ヰ），PalaヱZO  
Pretoria前に同名の広場と噴水（1573、副王DonPedroのFiren2＝eの別荘か  
ら移送された）、CattedraleとPretoria広場との間にPiazzaBologniを、設  
して結節点とした。   





ッサンスからマニエリズムを経てバロックに移行ナる時期であり、その華美な   
イ タリ ア南部他国  Palermo 周辺地図  Palermo 市街図  
イタリア政府観光局刊‘EL’ltalia”，Rivistainternazionaledcll’EnteNa乙i〔一nate  
lt81iano perilT11rismo．Ye8r XXVIII（J11ne1975）から収録  
Blue Guide Sicily（Berln）  B］ue Guide Sicily（Benn）   
シチーリアにおけるゲーテ  
ファサードや鐘楼がToledo通りの特にその海側の半分を埋めて、Palermoの  































（続痛：シチーリアにおけるゲーテ その二）   
50  桂  芳 樹  
1）Goetheがイタリア旅行に際し参照した文献は彪大なものであるが、そのうち  
Sicilia関係の主要なものは次の通p。   
（1）Volkma†1：Historische－Kritische Nachrichten vonItallen．Leipzig，1770－  
71． 3Bde  
（2）Johann Hermann von Riedesel：Rei只e durch Sizilien und Griechenland．  
ZllrlCh，1771  
（3）Patrick Brydone：A Tourthrough Sicily and Malta．London，1773  
（4）Compte de Borch：Littolog】e SICilienne ou conaissance dela nature des  
pierres de18．Sicile．Rome，1778  
（5）Abb6de Saint Non：Voyage pittoresque ou description desRoyaumesde  
Naples et dela Sicile．ParlS，1781－86  
（6）Friedrich Mtlnter：Nachrichten von Neapelund SizilienaufeineReisein  
denJahren1785－86．Copellhagen，1790  
（7）JohannHeinrichBartels：且riefeuberCalabrienund Sicilien，3Bde．G6t－  
tingen，17＄792  
17・18世紀の西欧よりイタリアヘの旅行者記録に関する研究は次の文献がある。  
FranCO Verlturl：L’Italia fuorid’Italia，Storia d’Italia，VO13．Dalprimo  
Settecento all’Unit畠，p，987」117．（Einaudi，1976）   
2）Goethes Werke，Hamburger Ausgabe．Bdll．S280－281   
＄）Ibid．S．298－300：“Die Klarheit des Himmels，der HauchdesMeeres，die  
D（1fte，WOdurchdie GeblrgemitHimmelllnd Meergleichin elnElementaufge16st  
Wurden，alles dies gab Nahrung meinen Vors温tzen，   
4〉Ibid．S．230－31：“HatmansIChzlichtringsumvomMeereumgebengesehen，  
SO hat man keinen Begriffvon Welt und von seinem Verh注Itnis zur Welt”．   
8）Goetheは地名や建築の名前など固有名詞を、知っている場合でも記載しないこ  
とが多い。従って以下の要約も確定している限り具体名をあげてある。これについては  
Ren∈Michea：LevoyageenItalie de Goetheおよぴ、Hamburg版Goethe全集  
の注を参照。   
a）Ren昌Michea．Le voyage enItalie de Goethe．S．349   
7）Goethes Werke，Bdll．Anmerkungen desIierausgebers．S．561568   
8）Ibid．S．86－87．1786年10月8日の項。  
9） エbid．S．232   
10）Ibid．S．234  
11）Lessico UnlVerSaleItaliano，VO15．p．266  
12）Goethes Werke．Bdll．S．22930  
1S）Palermo の都市発達史については Cesare de’Seta：La citt左 dalmmagjne  
simbolica a proiezione urbanistlCa，Palermo．（Storla d’ltalia．vo16．p．350－362）  
から示唆を得ること多大である。   
川 PaulRenucci：Storiad’Italia．2．Da11aCadutadell’ImperoRomanoalsecolo  
XVllI，P．113536・IIcentro Palermitano．Siciliaでの翻訳活動は1130－1180年間  
に集中している。なお、AristippoはCatania副司教。のち提督MalOneの後を襲い  
Guglielmol世のもとで首相となる。  
1旨）主なものは、S．MariadeiMiracoli（1547），S．GiovannideiNapoletani（1526－   
シチーリアにおけるゲーテ  
1717），S．Caterim（1566－96），S．Giorgio deiGenovesi（1576－91）など。  
18）他に、ChiesadlGes血（15641633），LaPiet象（1689），FontanadiGaraffo（1698），  
Santl⊥ariodlS・Rosali8．（M・Pe11egTino．1625），Villaもutefa（BagheTia．1658）など。  
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2．J．W．v Goethe：Goethes Briefein4Bd，Ilamburger Ausg注be．Christi乱n   
Wegner Verlag，Hamburg，19（i2．  
3．Storia d’1taliainlO volumi．Giulio EinaudiEditore，Torin0，1976．  
1．  I Caratteri Originali 
2，2′．   Da11a Caduta dell’Impero Romano alSecolo18   
3．  Dalprimo Settecento a11’unit左   
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